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国
文
学
（
中
古
）

　

―
関
大
中
古
文
学
研
究
者
の
水
脈
―

田
中　

登

　

本
誌
「
国
文
学
」
も
、
今
号
を
も
っ
て
、
め
で
た
く
一
〇
〇
号
を
迎
え

る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
を
機
に
、
本
誌
を
舞
台
に
数
々
の
健
筆
を
ふ
る

っ
て
き
た
中
古
文
学
研
究
者
の
足
跡
を
、
簡
単
な
が
ら
た
ど
っ
て
み
る
こ

と
に
し
た
い
。

　

関
大
の
中
古
文
学
研
究
に
関
す
る
歴
代
の
専
任
教
員
と
し
て
は
、
清
水

好
子
・
片
桐
洋
一
・
田
中
登
・
山
本
登
朗
（
以
上
、
着
任
順
）
と
な
る
が
、

本
誌
「
国
文
学
」
と
の
関
連
で
い
え
ば
、
非
常
勤
講
師
と
し
て
の
勤
務
で

は
あ
る
も
の
の
、
ど
う
し
て
も
そ
の
名
を
逸
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
の
は
、

山
脇
毅
で
あ
る
。

　

山
脇
毅
は
明
治
十
八
年
滋
賀
県
の
生
ま
れ
。
滋
賀
師
範
学
校
を
経
て
、

大
正
八
年
京
都
帝
国
大
学
文
学
部
選
科
を
終
了
。
以
後
、
滋
賀
・
大
阪
の

中
学
校
教
諭
な
ど
を
歴
任
。
ま
た
、
関
西
大
学
非
常
勤
講
師
を
、
戦
前
の

専
門
部
時
代
か
ら
数
え
る
と
、
約
三
十
年
も
の
間
務
め
た
。

　

こ
の
山
脇
の
名
を
一
躍
学
界
に
知
ら
し
め
た
の
は
、
片
桐
洋
一
を
し
て

「
志
あ
る
実
証
主
義
」
と
い
わ
し
め
た
『
源
氏
物
語
の
文
献
学
的
研
究
』（
創

元
社
、
昭
和
十
九
年
）
の
刊
行
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
平
瀬
家
本
が
、
当
時

学
界
で
も
そ
の
実
態
が
よ
く
分
か
ら
な
く
な
っ
て
い
た
河
内
本
の
内
容
を

伝
え
る
貴
重
な
伝
本
で
あ
る
こ
と
を
論
証
し
た
も
の
。

　

次
い
で
、
山
脇
は
、
関
大
非
常
勤
時
代
の
昭
和
二
十
七
年
に
「
枕
草
子

本
文
整
理
札
記
一
」
と
題
し
て
、
関
大
の
「
国
文
学
」
第
六
号
に
論
文
を

掲
載
。
こ
の
研
究
は
三
十
五
号
（
昭
和
三
十
九
年
）
ま
で
、
延
々
十
九
回

に
わ
た
っ
て
連
載
さ
れ
た
。
単
行
本
『
枕
草
子
本
文
整
理
札
記
』（
山
脇
先

生
記
念
会
、
昭
和
四
十
一
年
）
は
、
こ
の
連
載
原
稿
を
基
に
し
て
刊
行
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

稿
者
は
、
つ
い
に
生
前
の
山
脇
と
接
す
る
機
会
を
持
つ
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
こ
と
を
、
人
生
の
一
大
痛
恨
事
と
す
る
も
の
だ
が
、
稿
者
と
同
様

の
嘆
き
を
か
こ
つ
人
々
の
た
め
に
は
、
左
の
二
編
の
文
章
を
薦
め
た
い
。

片
桐
洋
一
「
山
脇
毅
」（
紫
式
部
顕
彰
会
『
源
氏
物
語
と
紫
式
部　

研

究
の
軌
跡
』（
角
川
学
芸
出
版
、
平
成
二
十
年
）

増
田
繁
夫
「
山
脇
毅
―
篤
実
の
人
・
実
証
の
源
氏
学
」（
紫
式
部
学

会
『
源
氏
学
の
巨
匠
た
ち
』（
武
蔵
野
書
院
、
平
成
二
十
四
年
）

　

山
脇
の
逝
去
は
、
昭
和
三
十
九
年
の
一
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ

と
入
れ
替
わ
る
よ
う
に
し
て
、
関
大
の
専
任
教
員
と
し
て
赴
任
し
て
き
た

の
が
、
清
水
好
子
で
あ
る
。
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清
水
好
子
は
大
正
十
年
大
阪
府
の
生
ま
れ
。
奈
良
女
子
高
等
師
範
学
校

を
卒
業
後
、
昭
和
十
九
年
東
北
帝
国
大
学
法
文
学
部
に
入
学
す
る
も
、
一

年
半
に
し
て
退
学
。
京
都
帝
国
大
学
文
学
部
に
入
り
直
し
た
。
次
い
で
同

大
学
院
で
研
鑽
を
積
ん
だ
後
、
金
蘭
短
期
大
学
助
教
授
な
ど
を
経
て
、
昭

和
四
十
二
年
関
大
文
学
部
に
赴
任
と
な
っ
た
次
第
。

　

関
大
「
国
文
学
」
に
は
、
第
四
十
六
号
（
昭
和
四
十
三
年
）
に
「
源
氏

物
語
の
作
風
」
と
題
す
る
論
文
を
発
表
。
以
後
、「
政
治
家
藤
原
行
成
と
そ

の
環
境
」（
第
五
十
号
、
昭
和
四
十
九
年
）、「
屏
風
歌
制
作
に
つ
い
て
の
考

察
」（
第
五
十
三
号
、
昭
和
五
十
一
年
）、「
和
泉
式
部
日
記
の
基
調
」（
第

五
十
四
号
、
昭
和
五
十
二
年
）
な
ど
、
多
彩
な
分
野
の
論
文
を
発
表
し
た
。

　

清
水
論
文
の
魅
力
は
、
そ
の
生
気
か
つ
香
気
あ
ふ
れ
る
文
体
に
あ
り
、

後
続
の
研
究
者
の
多
く
を
魅
了
し
た
が
、
た
だ
、
そ
の
生
前
に
刊
行
さ
れ

た
論
文
集
と
な
る
と
、
名
著
の
誉
れ
高
い
『
源
氏
物
語
の
文
体
と
方
法
』

（
東
京
大
学
出
版
会
、
昭
和
五
十
五
年
）
一
冊
し
か
な
く
、
そ
の
点
が
、
清

水
フ
ァ
ン
を
し
て
慊
焉
の
情
を
抱
か
し
め
て
き
た
。

　

だ
が
、
近
年
に
な
っ
て
、
そ
の
渇
を
癒
し
て
く
れ
る
出
版
物
の
刊
行
を

み
た
。
諸
誌
に
発
表
さ
れ
た
清
水
の
論
文
を
、
内
容
ご
と
に
ま
と
め
た
『
清

水
好
子
論
文
集
』
全
三
巻
（
武
蔵
野
書
院
、
平
成
二
十
六
年
）
が
そ
れ
。

第
一
巻
『
源
氏
物
語
の
作
風
』、
第
二
巻
『
源
氏
物
語
と
歌
』、
第
三
巻
『
王

朝
の
文
学
』。
編
者
は
山
本
登
朗
・
清
水
婦
久
子
・
田
中
登
の
三
名
。
こ
れ

に
よ
っ
て
、
本
誌
に
掲
載
さ
れ
た
清
水
の
論
文
も
閲
読
が
格
段
に
容
易
と

な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

な
お
、
清
水
の
人
と
学
問
を
知
る
に
は
、
山
脇
の
場
合
同
様
に
、
左
の

二
編
が
必
読
の
書
で
あ
る
こ
と
を
、
言
い
添
え
て
お
こ
う
。

清
水
婦
久
子
「
清
水
好
子
」（
紫
式
部
顕
彰
会
『
源
氏
物
語
と
紫
式
部　

研
究
の
軌
跡
』
角
川
学
芸
出
版
、
平
成
二
十
年
）

後
藤
祥
子
「
清
水
好
子
―
作
者
の
息
づ
か
い
に
迫
っ
た
読
み
込
み
」　

（
紫
式
部
学
会
『
源
氏
学
の
巨
匠
た
ち
』
武
蔵
野
書
院
、
平
成
二
十
四

年
）

　

大
阪
女
子
大
学
学
長
の
任
を
終
え
た
片
桐
洋
一
が
、
清
水
好
子
の
定
年

退
職
の
半
年
遅
れ
で
関
大
に
赴
任
し
て
き
た
の
は
、
平
成
三
年
十
月
の
こ

と
で
あ
っ
た
。

　

片
桐
は
昭
和
六
年
大
阪
府
の
生
ま
れ
。
兵
庫
県
立
明
石
高
校
を
卒
業
後
、

昭
和
二
十
九
年
京
都
大
学
文
学
部
に
入
学
。
以
後
、
同
大
学
院
修
士
課

程
・
博
士
課
程
で
学
ん
だ
後
、
大
阪
女
子
大
学
の
助
教
授
に
赴
任
し
た
の

が
、
昭
和
三
十
四
年
の
十
月
。
二
十
八
歳
の
若
さ
で
あ
っ
た
。

　

三
十
余
年
に
及
ぶ
大
阪
女
子
大
在
任
中
、
片
桐
は
、『
伊
勢
物
語
の
研

究
』
全
二
冊
（
明
治
書
院
、
昭
和
四
十
三
年
〜
四
十
四
年
）、『
拾
遺
和
歌

集
の
研
究
』
全
二
冊
（
大
学
堂
書
店
、
昭
和
四
十
五
年
〜
五
十
一
年
）、『
中
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世
古
今
集
注
釈
書
解
題
』
全
六
冊
（
赤
尾
照
文
堂
、
昭
和
四
十
六
年
〜
六

十
二
年
）
な
ど
、
大
著
を
次
々
に
刊
行
、
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
常
に

学
界
を
リ
ー
ド
し
て
き
た
が
、
関
大
赴
任
後
も
、
学
問
に
対
す
る
情
熱
は

一
向
に
衰
え
る
こ
と
を
知
ら
ず
、
本
誌
に
も
「
拾
遺
集
に
お
け
る
後
撰
集

歌
」（
第
六
十
九
号
、
平
成
四
年
）、「『
土
左
日
記
』
定
家
筆
本
と
為
家
筆

本
」（
第
七
十
七
号
、
平
成
十
年
）、「
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
『
小
野
宮
殿

御
集
』
の
構
成
と
成
立
」（
第
七
十
八
号
、
平
成
十
一
年
）
な
ど
、
精
力
的

に
論
考
を
発
表
。
そ
し
て
定
年
間
際
の
平
成
十
二
年
に
は
、『
古
今
和
歌
集

以
後
』（
笠
間
書
院
）、
同
十
三
年
に
は
『
源
氏
物
語
以
前
』（
笠
間
書
院
）

の
二
著
を
刊
行
し
て
、
学
界
を
驚
嘆
さ
せ
た
。

　

ま
た
、
片
桐
の
終
世
の
課
題
で
あ
っ
た
古
今
と
伊
勢
の
注
釈
に
つ
い
て

も
、
前
者
は
『
古
今
和
歌
集
全
評
釈
』
全
三
冊
（
講
談
社
、
平
成
十
年
）、

後
者
は
『
伊
勢
物
語
全
読
解
』（
和
泉
書
院
、
平
成
二
十
五
年
）
と
し
て
、

見
事
そ
の
責
務
を
果
た
し
た
。

　

な
お
、
片
桐
の
人
と
学
問
に
つ
い
て
は
、
自
己
の
研
究
の
あ
ゆ
み
と
中

古
・
和
歌
の
両
学
会
の
歴
史
と
を
重
ね
て
、
学
問
の
何
た
る
か
を
縦
横
無

尽
に
語
り
尽
く
し
た
『
平
安
文
学
五
十
年
』（
和
泉
書
院
、
平
成
十
四
年
）

を
是
非
と
も
参
照
さ
れ
た
い
。

　

さ
て
、
関
大
国
文
学
研
究
室
で
は
、
長
年
、
清
水
・
片
桐
と
中
古
文
学

の
専
任
教
員
は
常
に
一
人
で
運
営
し
て
き
た
が
、
今
一
人
専
任
が
必
要
だ

と
の
見
地
か
ら
、
平
成
八
年
に
至
っ
て
、
田
中
が
新
た
に
赴
任
す
る
こ
と

と
な
り
、
こ
こ
に
、
片
桐
・
田
中
の
二
人
体
制
が
し
か
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
平
成
十
四
年
三
月
を
も
っ
て
退
職
し
た
片
桐
の

後
任
と
し
て
、
新
た
に
山
本
登
朗
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
、
以
後
、
今
日

ま
で
山
本
・
田
中
の
両
名
で
学
生
の
指
導
に
当
た
っ
て
い
る
。

（
た
な
か　

の
ぼ
る
／
本
学
教
授
）


